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加速電圧20 kV 、電流 1μA の直流ビームを、数ピコセカンドまでのパルスにすることができた。こ
の装置を用いて、実際に横型方式と縦型方式でパルスを発生させ、測定を行なっている。パルス幅の
測定は、リサジュー図形法を用いており、その精度は土 5%または士 2 psec である。得られたパルス











実際に 6 ps のパルスビームを得ている。一方パルス幅の限界を与える他の要因である熱初速度分布と
空間電荷の効果についても具体的な評価を与えている。またゲート電極として、加速電圧数10kV 以
下の電子ビームに対しては、リエントラント型空胴共振器が最適であること、その励振周波数は lGHz
附近が最適で、あることを示し、そのための設計資料を与えている。これらによって数 ps 程度のパル
ス電子ビーム発生技術に確固たる基礎を与えている。さらにパルス電子ビームの制御または変調とい
う観点から、繰り返し周波数の低減をとり上げ、パルス電子回路技術にヒントを得た斬新な方法を提
案し、検討を加えている。
このように本論文は電子ビーム工学の進歩に寄与するところ大であり、博士論文として価値あるも
のと認める。
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